
  

佐用町は、誘致企業を全力でサポートします  

学校等跡地施設利活用の 

ご案内 

佐用町  

 

絆できらめく ひと・まち・自然 未来へつなぐ 共生の郷     

SAYO TOWN 



 平成１７年１０月、歴史的に、

また生活経済圏として一体性を有

する佐用郡４町が合併し、新しい

「佐用町」が誕生しました。 

 佐用町は、透き通った清らかな

水をたたえる千種川、ロマンチッ

クな満天の星、太陽に照らされて

鮮やかな黄色に輝くひまわり、懐かしさを思い

起こさせる棚田、土蔵と川座敷に漂う宿場町平

福の風情などの豊かで美しい自然と文化遺産、

生命科学・医療分野など世界最高性能の大型放

射光施設 SPring-8、ナノテクノロジー分野をは

じめ「ものづくり産業」が集積している播磨科

学公園都市、宇宙の神秘を実感できる公開用と

しては世界最大級の望遠鏡を備えた兵庫県立大

学西はりま天文台などを有する美しい町です。

そして、それらの豊富な資源は、私たちの先人のたゆまぬ努力と愛着によって築

き、守られてきました。 

 また、平成２７年３月に「佐用町第２次総合計画」を策定し、これまで育んできた 

「絆」、地域コミュニティなどで培った「協働」を最大の原動力とし、町民のみなさ

まと一体となったまちづくり・ひとづくりに全力で取り組んでいます。 

 一方、平成２７年３月以降は、児童生徒の減少により教育環境の充実を目指して

やむなく一部の小中学校、保育園が閉校、閉園となりました。そのような中で、企

業誘致による雇用の場の確保、経済の活性化、産業の振興に重点をおいた取り組み

の強化を図っており、学校等跡地を活用し地域や町の活性化につなげたいと考えて

おります。 

これらの施設を有効に活用していただける事業者の方には、全町挙げた態勢で支

援させていただく所存です。皆様の本町への進出を心よりお待ちしております。 

 

 

  

町花：ひまわり 町木：いちょう 
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１位置と地勢 

兵庫県西部の西播磨地域に位置する佐用町は、西は岡山県、東は宍粟市及びたつの市、南は上郡町と接して

おり、その面積は３０７．４４㎢です。姫路市へは約４０㎞、神戸市へは約８０㎞の位置関係にあります。町

の南部には、佐用町とたつの市、上郡町にまたがって播磨科学公園都市があります。豊かな自然環境の中、世

界最高水準の大型放射光施設「SPring-8」、Ｘ線自由電子レーザー「SACLA」等の先端科学技術基盤がありま

す。 

  また、兵庫県立大学、県立粒子線医療セン

ター、西はりま特別支援学校、県立西播磨総

合リハビリテーションセンターなど学術研究

機関や学校等が整備されています。 

 

 

 

 

２自然環境 

 佐用町は、氷ノ山・後山・那岐山国定公園の一角に位置する中山間地域で、全国名水百選に選ばれた清流、千

種川とその支流の佐用川などが南北に流れています。また、日本の棚田百選に選定されている乙大木谷の棚田、

全国農村景観百選に選定されているひまわり畑など、美しい田園風景が広がっています。 
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■佐用町の月別降水量（平成 17年～令和 2 年データ） 

 

人口 16,363 人 

世帯数 6,884 世帯 

面積 307.44ｋ㎡ 

■人口と面積（令和 3 年 8月 1 現在） 

  （気象庁ホームページより） 

 

月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計

降水量（㎜） 47 62 95 105 110 154 228 149 201 94 58 59 1,362

平均降水日数（日）

（≧1.0㎜）

106.011.5 9.4 10.0 7.5 6.0 7.210.17.5 8.3 9.4 9.0 10.1

 



 佐用町の交通網は、東西方向に

国道１７９号、中国自動車道、南

北方向に国道３７３号、鳥取自動

車道が通っており、交通アクセス

に恵まれた地域です。また鉄道網

は、JR 姫新線が東西方向に、智

頭急行智頭線が南北方向に通って

います。 

鉄道アクセス 

JR 姫新線・智頭急行智頭線 

  京 都 駅から 約 2 時間 20 分（スーパーはくと）    姫路駅 から 約 35 分（スーパーはくと） 

新大阪 駅から 約 1 時間 40 分（   〃   ）           約 1 時間（姫新線） 

大 阪 駅から 約 1 時間 30 分（   〃   ）    津山駅 から 約 1 時間（姫新線） 

三 宮 駅から 約 1 時間 10 分（   〃   ）    岡山駅 から 約 50 分（スーパーいなば） 

道路アクセス 

中国自動車道・山陽自動車道・鳥取自動車道 

大阪から 約 70 分 池田 IC から            岡山から 約 90 分 岡山 IC から 

神戸から 約 60 分 神戸三田 IC から          鳥取から 約 55 分 鳥取 IC から 

津山から 約 20 分 津山 IC から 

４生活環境 

中国自動車道（佐用 IC） 鳥取自動車道（佐用平福 IC） 

大型ショッピングセンター 

石井駅 



佐用町は、きれいな水、豊かな緑にかこまれ、美しい星空や棚田等の田園

景観が広がり、特色ある景観に囲まれた自然豊かなまちです。乙大木谷・田

和の棚田、清流千種川、南光自然観察村など大自然と触れあうことができる

スポットが多数あり、暮らしに潤いを与える環境が充実しています。 

 また、医療、福祉施設も充実しており、病院をはじめ民間福祉施設が多数

開設されています。町営住宅は、１５団地があります。保育園、幼稚園、小

学校、中学校、高校も充実しており、ゆとりを持って子育てをすることがで

きます。さらに、１市２町で構成する播磨科学公園都市には、独立行政法人理化学研究所播磨事業所、財団法人高輝度 

光科学研究センター、県立大学理学部、付属高等学校、付属中学校、県立西播磨特別支援学校など専門的教育機関が近 

くにあり教育環境も充実しています。 

商業施設 

ショッピングセンター  1  

スーパーマーケット  2  

コンビニエンスストア  7  

ホームセンター    2 

 

金融機関 

信用金庫 3 

信用組合 1 

郵便局   14 

（集配・無集配郵便局） 

兵庫西農業協同組合  4 

※支店・支所・出張所含む 

 

医療機関 

病院    3 

診療所   6 

歯科診療所  ４ 

 

町営住宅 

佐用地域   4 団地（154 戸） 

上月地域   5 団地（89 戸） 

南光地域    2 団地（26 戸） 

三日月地域  4 団地（93 戸） 

学校等 

町立保育園  5 

私立幼稚園  １ 

町立小学校  4 

町立中学校  ４ 

県立高等学校 １ 

 

主な社会教育施設 

町民図書館 １ 

温水プール １ 

体育館 10 

町民グラウンド ２ 

野球場 １ 

テニスコート １ 

屋内運動場 ４ 

キャンプ場 １ 

天文台  １ 

 

定住促進住宅 

佐用地域 1 団地（58 戸） 

介護サービス等事業所 

居宅サービス 

 通所系 15 

 訪問系 13 

施設サービス 7 

ケアマネジャー事業所 15 

 

障害者福祉サービス施設 

入所・通所施設   12 

グループホーム   2 

在宅サービス   1 

 

子育て支援施設 

子育て支援センター 1 

 親子で楽しく参加できる『親子運動

教室」や「絵本の読み聞かせ」「子育

て講演会」「子育て相談」などを実施

しています。 

                                     （令和 3 年 8 月 1 日現在）     

【定住促進施策として家賃を減免】 ※ 部屋に空きがない場合は入居できません。 

 新婚世帯、子育て世帯、単身勤労者への優遇措置として定住促進住宅の家賃を 4 年間減免します。 

【新婚世帯】  １階～３階 月額３６千円 → ２５千円 ４階～５階 月額３２千円 → ２０千円 

 【子育て世帯】 １階～３階 月額３６千円 → ３０千円 ４階～５階 月額３２千円 → ２５千円 

 【単身勤労者】 ３階    月額３６千円 → ３０千円 ４階～５階 月額３２千円 → ２５千円 



５生活環境 

 佐用町の産業は、農林業、商工業、観光から成

り立っています。平成２７年における産業分類別

就業人口を見ると、第３次産業が４，９５７人

（62.0%）と最も多く、次いで第２次産業が２，

３３７人 (29.2%)、第１次産業が７０７人 

(8.8%) の順になっています。 

 農林業においては、自然薯、もち大豆、ひまわ

り油、そばなどが地域ブランドとして定着してい

ます。一方、農家数の減少や高齢化、耕作放棄地

の増加など農業を取り巻く環境は厳しいものとな

っています。このため、生産基盤の維持・保全と生産性の高い経営を確立し、若者が魅力を感じる環境づくりを

図っています。 

 また、商工業は魅力ある商店街の形成や独自商品の開発支援に努め、起業支援を行うとともに優良企業の誘致

に努めています。観光産業は、既存観光施設・資源を生かして、都市との交流を盛んにし、ビジネスにつなげて

いきます。さらに、様々な分野の産業集積が期待されている播磨科学公園都市では、その立地を生かして新たな

産業が導入され、雇用の拡大につなげているところです。 

６歴史・環境・レジャー 

 佐用町は、東西に出雲と大和を結ぶ出雲街道と、南北に吉備と因幡・但馬を結ぶ因幡街道が交差する交通の要

衝となっています。古くから街道とともに宿場町として栄えました。宿場町「平福」は、しばしば時代劇のロケ

地にもなっている赤茶色の土蔵と川屋敷が建ち並ぶ「川端風景」で有名です。 

 佐用平野を取り巻く周囲の山々には数多くの古墳群や山城などの遺跡があります。 

 特に、利神城や上月城、三日月陣屋といった城跡をはじめ、佐用都比売神社、船越山南光坊瑠璃寺など各地域

に歴史的資源を有しています。 

 佐用町は、自然に恵まれた町です。家族と休日をアウトドアで楽しむこともできる施設も充実しています。ひ

まわり、花しょうぶ、しゃくなげ、ルピナス、カタクリなどの花の名所もたくさんあります。全国星空の街１０

８選に選ばれるなど、大撫山から見る美しい朝霧や澄みきった空気の中で満天の星空と景観をお楽しみいただけ

ます。また、県立大学西はりま天文台の「なゆた望遠鏡」は、口径が 2ｍあり、公開用としては世界最大級の反

射望遠鏡としても有名です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平福の川端風景 三日月陣屋 県立大学西はりま天文台 



情報通信網の整備と防災情報の提供 

【町内全域に光ケーブルを敷設】 

 情報化社会の進展とともに、佐用町では情報通信基盤整備として、町内全域に光ケーブルを敷設し、姫路ケーブルテ

レビによるインターネットなどの情報通信サービス（１０ギガ月額６，３８０円税込み・１ギガ月額４，７３０円税込

み）やテレビ放映サービス（月額５５０円税込み）が提供されています。 

 また、防災情報を提供するために、大雨などの際には、佐用チャンネルにおいて河川監視カメラによる河川のライブ

映像や水位などを放映し、住民の安全安心のための施策を推進しています。

 

民間事業者と連携 

 佐用町では、再生可能エネルギーに取り組む一環として、民間企業と共同で事業組合を設立して、出力約５メ

ガワットと約１０メガワットのソーラー発電所を建設しました。売電収入は、森林整備事業や子育て支援等に活

用しています。さらに同事業組合は、学校跡地を活用して次世代農業モデルプラントを建設・運営し、新しい農

業事業に取り組むことにより、今後の農業の振興を図るとともに地域の雇用創出にも寄与するなど、民間事業者

との多分野での連携も推進しています。  

 このほか、町内のまちづくり会社などと連携し、大正期に建築された旧木村邸を一棟貸しの宿「NIPPONIA（ニ

ッポニア）平福宿場町」、旧木村酒造場をレストラン「KUMOTSUKI（くもつき）」及び「重次郎（じゅうじろう）

平福茶房」として改修し、平福地域の活性化と魅力発信に努めています。 

 

 

河川情報提供システム 佐用チャンネル収録の様子 

ソーラー発電所 旧木村酒造場 レストラン「KUMOTSUKI」・「重次郎平福茶房」 
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 協働のまちづくり 

協働のまちづくりとは 

 佐用町がめざす暮らしやすいまちづくりとは、より良い生活を作っていこう
とする「暮らしづくり」そのものが「まちづくり」です。 
「協働」の意味とは「住民と行政、または住民同士が、それぞれの特性を生

かし、お互いを尊重しながら足りないものを補完しあい、問題解決にあたるこ
と」を言い、この「協働」の意味を住民と行政が共に理解し、共有すること、
そこから「協働のまちづくり」はスタートします。 暮らしに密着した生活課
題 ( 安全・安心の環境、子育て、福祉課題など ) を地域の人たちで知恵をし
ぼり、解決方法を模索、実践しています。地域で解決できない場合は、行政や
関係機関等と協力し解決にあたります。 
 

 

地域づくり協議会 ～ 自らの地域は自らの力でつくる  ～ 

協働を推進する新しい自治組織 

 より良いまちづくり実践のために、町内に１３の地域づくり協議会が設置されています。協議会は、概ね旧小学
校区単位で設立し、地域住民全員が会員です。 
地域づくり協議会の活動は、一つの自治会では行えないこと、広域的に実施するほうがより良いことなどを行っ
ています。地域全体で、将来を見据え、自分たちの手で、自分たちの地域を守り育てることが目標です。 
 地域づくり協議会の活動の場
は、「地域づくりセンター」と呼
ばれ、地域に存在する公共施設
を活動の拠点としています。
  
自治会と地域づくり協議会の

大きな違いは、若者や女性はも
ちろん、関係人口など多様な人々や企業・組織などが関わることができることです。 
多くの方のかかわりを得て、継続できる組織を目指し、地域づくりを行っています。 
 

〇地域づくり協議会の取り組み事例 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民 行政 
 
 
 

 

 

 
 

集落自治会 
【小学校区単位】 

地域づくり協議会 

【旧町単位】 
まちづくり協議会 

【全町単位】 
まちづくり推進会議 

 人口減少・空き家問題を地域課題とし
て、協議会で何が出来るかを話し合い、
有志によるゴトンボの会を立ち上げまし
た。民泊や貸農園事業に取り組んでいま
す。宿泊されたお客様が地域内の空き家
を購入し、定住に結びつくなど I ﾀｰﾝ促
進にも繋がっています。 
また、地域内の若者の地域ビジネスを協
議会が支援するなど、新たな取り組みが
生まれてきています。 

 地域内全世帯にアンケートを実施し、
意見として一番多かった、地域交通問題
を協議会で解決しようと、交通部会を結
成し、自分たちの手でデマンド型コミュ
ニティバスを運行しています。この取り
組みは、過疎地域の地域交通の先進的な
取り組みとして、全国的に高い評価を得
ています。 
また、空き家問題・耕作放棄地など新た
な課題にも取り組んでいます。 

構成部会であるヤツデの会が、週 3 日
「米食堂おいでな」を運営し、三日月のお
米と無添加素材、里山の食材などを提供し
ています。加えて、社協の配食事業にも協
力し、高齢者の皆さんへ栄養バランスのと
れた食事をお届けしています。 
また、地域の歴史的資源を活用した取り

組みにも熱心で、武家屋敷マルシェや歴史
勉強会、町歩きなどを実施されています。 

長谷地域づくり協議会 江川地域づくり協議会 三日月地域づくり協議会 

   

 



支援制度 佐用町の企業に対する独自の支援制度 

佐用町では、学校等跡地施設を利活用していただく事業者に対して 

「土地・建物は原則無償貸与します（10 年間）」 

11 年目からは賃借料をいただきます。 

兵庫県の補助制度のご案内 

ＩＴ関連の事業所を開設する事業者に経費の一部を補助します。 

補助対象事業者 

  ＩＴ関連事業に対する経験・実績がある事業者であって、県内対象地域（政令指定都市・中核市・阪神南地域以

外）において、新たにＩＴ関連の事業所（機器設置施設・場所（サーバルーム等）、トイレ等事業所に付帯する必要 

な施設含む。以下「事業所」という。）を開設し、継続的に３年以上の事業を行う計画を有する者 

ＩＴ関連事業例 

WEB 制作・デジタルコンテンツ制作 / システム開発・プログラミング関連 /CG・ゲームソフト制作関連/デザイン・イラスト /  

インターネットビジネス（販売・e コマース）/ ＩＴコンサルティング 

補助内容 

 建物改修費 最大 200 万円 

◎対象要件 新たに開設する事業所に必要となる建物改修費（設備等で建物と不可分なもの（サーバ用ラック、電気関係設備等）、トイレ、シャワー、 

洗面等の事業活動に付帯して必要な設備も含む。）なお、事業所スペースと生活スペースがひとつの建物に混在するときは、専ら生活の用 

に供する部分は補助対象外とする。 
◎補助（限度）額  補助対象経費の 1/2 以内    

１補助事業者あたり、１００万円（空き家、空き店舗を活用する場合は、別途１００万円を上限に加算） 

◎補助期間    事業所開設時１回限り  

 事務機器取得費 最大 50 万円 

◎対象要件 

◎補助（限度）額 

◎補助期間 

 

新たに開設する事業所に必要となる事務機器（ＯＡ機器、デスク、椅子、キャビネット等） 

 

補助対象経費の 1/2 以内 

１補助事業者あたり、５０万円 

 

事業所開設時１回限り 

 通信回線使用料 最大 180 万円 

◎対象要件 

 
◎補助（限度）額 

 

◎補助期間 

 補助事業者が支払う通信回線使用料通信回線使用料には、インターネット接続費のほか、専用回線、プロバイダー、レンタルサーバ、

ドメイン利用料など、通信回線を利用して事業を行うために必要な一連の経費を含むものとする。  
補助対象経費の 1/2 以内 

1 補助事業者あたり、5 万円／月、60 万円／年の範囲内、対象事業費の 1/2 が補助限度額を下回る場合は対象事業費の 1/2 を補助 

利用開始から 36 カ月を限度とする。 

 人件費 最大 300 万円 

◎対象要件 

◎補助（限度）額 

◎補助期間 

高度ＩＴ技術者に係る人件費、ただし、次の者にかかるものを対象とする。（1）（独法）情報処理推進機構が実施する情報処理技術者試

験のうち高度試験の合格者、（2）民間企業における（1）と同等の資格を有する者、（3）（1）と同等以上の技術（開発実績）を有する者 
※（2）民間企業における同等の資格要件、（3）同等以上の技術（開発実績）要件については学識者などの意見聴取により判断を行うも

のとする。 
１００万円／人・年、83,333 円/人・月（定額） 

業務開始から 36 カ月を限度とする。 

お問い合わせ：兵庫県産業労働部産業振興局新産業課 〒650-8567 兵庫県神戸市中央区下山手通 5-10-1 

       TEL078-362-3054 FAX078-362-4273 

(http://web.pref.hyogo.lg.jp/sr10/tashizen/) 

 



 

 

 

施設 DATE 

■所在地   兵庫県佐用郡佐用町口長谷８０８番地 

■建設年月日 校 舎   平成６年３月建築   

             鉄筋コンクリート造  ２，４７９㎡ 

       グラウンド １０，９１４㎡ 

       体育館   鉄筋コンクリート造    ９６７㎡ 

       

 

道路・鉄道                          用水・排水 

■中国自動車道 佐用インターチェンジまで車で５分 (２．４km) ■町営水道（口径 25mm） 

■鳥取自動車道 平福インターチェンジまで車で５分 (２．５km) ■合併処理浄化槽 

■播磨自動車道 新宮インターチェンジまで車で２１分 (１５.０km)   

■智頭線     平福駅まで車で ３分 (０・８km)  

■ＪＲ姫新線・智頭線 佐用駅まで車で９分 (５．０km)  
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施設 DATE 

■所在地   兵庫県佐用郡佐用町上三河７２番地 

■建設年月日 校 舎①  昭和４２年１０月建築  （耐震補強 H２２）改修工事 平成２２年 

             鉄筋コンクリート造  ７６４㎡ 

校 舎②  昭和５９年３月建築  改修工事 平成２２年 

             鉄筋コンクリート造 １，０３２㎡ 

       グラウンド ４，９４１㎡ 

       体育館   鉄筋コンクリート造   ８５６㎡ 

  

道路・鉄道                            用水・排水 

■中国自動車道 佐用インターチェンジまで車で２２分 (１６.０km)    ■町営水道（口径 25mm） 

     山崎インターチェンジまで車で２２分 (１６.０km)    ■農業集落排水 

■鳥取自動車道 平福インターチェンジまで車で１６分 (１１.０km)    

■播磨自動車道 新宮インターチェンジまで車で２８分 (２２.０km)   

■ＪＲ姫新線   播磨徳久駅まで車で １６分 (１２km)  

■ＪＲ姫新線・智頭線 佐用駅まで車で１９分 (１５km)  
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【 お問い合わせ 】佐用町企画防災課まちづくり企画室 

〒679-5380 兵庫県佐用郡佐用町佐用 2611 番地 1 

ＴＥＬ：０７９０－８２－０６６４ ＦＡＸ：０７９０－８２－０４９２

Ｅ-mail：kikaku@town.sayo.lg.jp 

 


